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 本論文は、considering や following のように、英語において動詞から前置詞へと文
法化した「動詞派生前置詞」の体系的な記述と分析を目的としている。全体は 7 章
から構成される。 






 第 3 章は、動詞派生前置詞についての先行研究の概要である。現代の英語学を代
表する 2つの文法書 (Quirk et al. 1985, Huddleston and Pullum 2002) における記述を、
















第 5章では、4つの動詞派生前置詞 (excluding, preceding, barring, respecting)の通時
的変化を記述し、文法化のプロセスを検討している。OED を言語データとし、-ing












 第 6 章では現代英語に立ち返り、大規模コーパスのデータにより動詞派生前置詞
の生起ジャンルの相違について分析している。イギリス英語については、British 
National Corpus (BNC) のデータにより considering, barring, excluding, savingの考察を
行っている。consideringの前置詞的用法が書き言葉、接続詞的用法が話し言葉に生起




一方で、使用頻度の高い during, according toは話し言葉においても使用されている。
この推移は、菊池 (2014) で示されている「譲歩」の前置詞 despite の変化に類似し
ており、初期段階では簡潔さが重視されるジャーナリズムの英語（新聞・雑誌）に
おいて使用され、その後、話し言葉へも使用範囲が拡張したことを示唆している。 
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